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取扱説明書 最大荷重 トン用1
TEL（　　　　）　　　　ー

●この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束するものです。従って
この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の
修理などについてご不明な点がある場合は、お買上げの販売店または弊社にお問い合わせください。
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2.

3.

この度は、弊社製品をお求めいただきありがとうございます。本書は本記載内容で無償修理する
ことをお約束するものです。
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アフターサービス
1. 保証書について
　保証書は必ず「お買上げ年月日、お買い上げの販売店名｣等の記入をお確かめのうえ、お買い上げの
販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。保証期間はお買上げ日
から1年間です。

　この保証書は、本製品のみの保証であって、本製品以外の故障、損害、修理等の責任は一切負いません。
2. 修理のご依頼について
　保証期間内は恐れ入りますが、製品に保証書を添えて、お買上げの販売店までご持参ください。
保証規定にもとづき修理させていただきます。

3. アフターサービス等について、ご不明な点がございましたら、お買上げの販売店もしくは弊社まで
お問い合わせください。

No.1377　オイルパンタグラフジャッキ

取扱説明書に従っての正常な使用状態で、保証期間中に故障した場合には、商品と本書をご持参
ご提示の上お買上げの販売店または弊社にご依頼ください。
二次的に発生する損失の補償および、下記のような場合には、保証対象には含まれません。
1）使用上の誤り、あるいはメンテナンス等の義務を怠ったために発生した故障および損傷
2）改造や修理による故障および損傷
3）お買上げ後の移動、落下などによる故障および損傷
4）ご使用後のキズ、変色、汚れおよび保管上の不備による損傷
5）消耗が起因とする故障および損傷、または消耗品の交換
6）火災、塩害、ガス害、地震、落雷、および風水害、その他天災地変、あるいは外部要因による故障および損傷
7）本書のご提示がない場合
8）本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き替えられた場合
●ご転居の場合は事前にお買上げの販売店にご相談ください。
本書は日本国内においてのみ有効です。
※なお、保証の要否は、大変勝手ながら弊社に於いて判断させていただきますのでご了承ください。

2

このたびは本製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
■ 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
■ ご使用の前に「安全にお使いいただくために」を必ずお読みください。
■ 保証書は取扱説明書についております。「お買い上げ日・販売店名」などの
　 記入を必ずお確かめのうえ、大切に保管ください。

〒570-0033　大阪府守口市大宮通 3丁目1番14号　TEL06-6996-2631
https://www.bal-ohashi.com
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ベース
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ハンドルスリーブ

ピストン

ハンドル

オーバーロードバルブ
（安全弁）

●ジャッキを設置する際は、使用中に絶対にジャッキが外れない部分に設置
してください。ジャッキアップしている対象物を破損させたり、対象物が
落下するなどの危険性があります。
●ジャッキアップした自動車の下へ手、足、身体を入れないでください。
ジャッキアップした状態のままで保持させる場合は、必ずジャッキスタンド
を使用してください。

本製品は自動車のタイヤ１輪だけジャッキアップする目的で使用するジャッキです。　



●ジャッキアップした状態のままで自動車の下には絶対に入らないでください。
自動車の下に入って作業をする場合は必ずジャッキスタンドなどを使用して
ください。
●ジャッキアップした状態のまま自動車を移動させたり、衝撃を与えないでください。
●ジャッキアップ作業中は、リリースバルブに触れないでください。
●ジャッキアップ作業をしないときは、ハンドルをハンドルスリーブから取り
外してください。

サドル

1）平坦で堅い路面にジャッキを置き、ジャッキポイント※の位置を確認して
ジャッキをセットしてください。

　※ジャッキポイント：車体下部にあるジャッキのサドルを当てるための最適な箇所
（ジャッキポイントは車種によって異なりますので自動車の取扱説明書や自動車
メーカーに確認するなど、事前に確認してください。）

2）ハンドルの先端をリリースバルブに差し込み、ハンドルを時計方向に回して
リリースバルブを締めます。（図1参照）

　※リリースバルブの締め付けが不十分な場合、ジャッキアップしなかったり下がって
きたりしますので、しっかりと締めてください。

3）ハンドルをハンドルスリーブへ差し込んでください。
　※操作中にハンドルが抜けないように、ハンドル先端の突起がハンドルスリーブの溝に

正しくセットされているか確認してください。（図2参照）

4）ハンドルを上下に動かして徐々にジャッキアップし、車体のジャッキポイントに
ジャッキのサドルの溝が正しくセットされているか確認してください。
（図3参照）

5）確認後ハンドルを上下一杯に動かして、目的の高さまでジャッキアップ
してください。

ハンドル
ハンドルスリーブ

図2

図3

●サドルに荷重がかからなくなるとその位置からサドル
は降下しません。足やハンドルなどでフレームを押さえて
サドルを下げてください。

図1

図4
ハンドル

ハンドル

図5オイルプラグ
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※地面からタイヤが離れ、作業ができる高さでジャッキアップを停止させてください。
　必要以上にジャッキアップすると製品の故障原因になるばかりか、ジャッキポイントが
　変形したり、荷重バランスの崩れにより重大な事故につながります。

オイルプラグを六角棒レンチで反時計方向に回して取り外し、
リリースバルブを緩めます。（図５参照）
※リリースバルブは完全に締めた状態から１回転以上緩めないでください。
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オイルプラグ

油位置

1）ジャッキを水平な場所へ置き、リリースバルブを緩めてください。
　※リリースバルブは完全に締めた状態から１回転以上緩めないでください。
2）オイルプラグを取り外してください。
3）ポンプピストンをすばやく10回程度上下一杯に動かしてください。この動作を行うことにより、
油圧回路内部に入っていたエアーが抜けて正常に動作します。

4）オイルプラグを取り付けてください。

1）リリースバルブを緩めてください。
　※リリースバルブは完全に締めた状態から１回転以上緩めないでください。
2）ジャッキを水平な場所へ置き、ベースを固定して、サドルをすばやく引き上げてください。
　サドルを最高位まで引き上げたのち、サドルを最低位まで押し下げてください。
　※ジャッキアップおよびジャッキダウンさせる際にフレームなど可動部分で指を挟まないように注意してください。
3）2の動作を数回くり返します。この動作を行うことにより、油圧回路内のゴミが強制的にオイル
タンク内に移動します。オイルタンクに設けられたゴミ除去ネットによりゴミが再び油圧回路内に
戻ることはありません。

図6
作業終了後は、オイルプラグのOリングに薄くオイルを塗り、
六角棒レンチで時計方向に回して本体に取り付けてください。
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【ローダウン車対応】


